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(57)【要約】
【課題】雌雄間での導通性能の低下を抑えること。
【解決手段】雌端子２０及び雌側絶縁部材３０が設けら
れた雌コネクタ１０と、雄端子１２０及び雄側絶縁部材
１３０が設けられた雄コネクタ１１０と、を備え、雌端
子は、内方に雌側空間部２１ａが形成された筒状の雌側
接続体２１を有し、雄端子は、同一筒軸上で雌側空間部
に挿入嵌合させる筒状の雄側接続体１２１を有し、雄側
絶縁部材は、同一筒軸上で雄側接続体におけるコネクタ
挿入方向側の先端面１２１ｂを覆う筒状の外方筒体１３
１を有し、雄側接続体は、同一筒軸上で絶縁性の筒状の
内方筒体１３２が挿入された雄側空間部１２１ａを内方
に有し、雌側絶縁部材は、雌側空間部の筒軸と同一の軸
線上で雌側空間部に配置され、雌側接続体と雄側接続体
とが挿入嵌合状態のときに、外方筒体の内方の第１空間
部１３１ｂと内方筒体の内方の第２空間部１３２ａとに
挿入される柱状又は筒状の触指防止体３１を有すること
。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雌端子及び絶縁性の雌側絶縁部材が設けられた雌コネクタと、
　雄端子及び絶縁性の雄側絶縁部材が設けられた雄コネクタと、
　を備え、
　前記雌端子は、内方に雌側空間部が形成された筒状の雌側接続体を有し、
　前記雄端子は、同一筒軸上で前記雌側空間部に挿入嵌合させる筒状の雄側接続体を有し
、
　前記雄側絶縁部材は、同一筒軸上で前記雄側接続体におけるコネクタ挿入方向側の先端
面を覆う筒状の外方筒体を有し、
　前記雄側接続体は、同一筒軸上で絶縁性の筒状の内方筒体が挿入された雄側空間部を内
方に有し、
　前記雌側絶縁部材は、前記雌側空間部の筒軸と同一の軸線上で前記雌側空間部に配置さ
れ、前記雌側接続体と前記雄側接続体とが挿入嵌合状態のときに、前記外方筒体の内方の
第１空間部と前記内方筒体の内方の第２空間部とに挿入される柱状又は筒状の触指防止体
を有することを特徴とした嵌合コネクタ。
【請求項２】
　前記内方筒体は、前記外方筒体に一体化させることを特徴とした請求項１に記載の嵌合
コネクタ。
【請求項３】
　前記内方筒体の筒軸方向の長さは、前記雌側接続体と前記雄側接続体とが挿入嵌合状態
のときに、前記触指防止体におけるコネクタ挿入方向側の先端が前記第２空間部の中に配
置される長さであることを特徴とした請求項１又は２に記載の嵌合コネクタ。
【請求項４】
　前記触指防止体は、軸線方向にて、前記雌側接続体におけるコネクタ挿入方向側の先端
面よりも突出させ、
　前記雌コネクタには、前記雌側空間部よりも前記雌側接続体の筒軸方向に対する直交方
向で外方に、同一筒軸上で前記雌側接続体の前記先端面よりも突出させた絶縁性の環状体
を設けることを特徴とした請求項１，２又は３に記載の嵌合コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、嵌合コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、雌端子が設けられた雌コネクタと雄端子が設けられた雄コネクタとを備え、その
相互間を嵌合させることで雌端子と雄端子とを物理的且つ電気的に接続させる嵌合コネク
タが知られている。嵌合コネクタにおいて、雌コネクタは、筒状の雌端子と、この雌端子
の内方に配置された雌側絶縁部材と、を備えている。その雌側絶縁部材は、雌端子に手指
を触れさせないように設けられたものであり、例えば柱状に形成して配置される。また、
この嵌合コネクタにおいて、雄コネクタは、雌端子の内方に挿入嵌合される雄端子と、こ
の雄端子の先端面を覆う雄側絶縁部材と、を備えている。その雄側絶縁部材は、雄端子の
先端に手指を触れさせないように設けられたものである。雄端子と雄側絶縁部材には、雌
コネクタと雄コネクタとが嵌合状態のときに雌側絶縁部材を挿入させる空間部が形成され
ている。この種の嵌合コネクタについては、例えば、下記の特許文献１に開示されている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平８－７８０７９号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の嵌合コネクタにおいては、雌コネクタと雄コネクタとを互いに抜き差
しする際に雄端子と雌側絶縁部材とが接触し、合成樹脂材料等から成る雌側絶縁部材が金
属の雄端子で削られてしまう可能性がある。雌側絶縁部材の削りかすは、雌端子と雄端子
との間の嵌合部分に入り込んでしまうことによって、その間での導通不良の要因となり得
る。
【０００５】
　そこで、本発明は、雌雄間での導通性能の低下を抑えることが可能な嵌合コネクタを提
供することを、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成する為、本発明は、雌端子及び絶縁性の雌側絶縁部材が設けられた雌コ
ネクタと、雄端子及び絶縁性の雄側絶縁部材が設けられた雄コネクタと、を備え、前記雌
端子は、内方に雌側空間部が形成された筒状の雌側接続体を有し、前記雄端子は、同一筒
軸上で前記雌側空間部に挿入嵌合させる筒状の雄側接続体を有し、前記雄側絶縁部材は、
同一筒軸上で前記雄側接続体におけるコネクタ挿入方向側の先端面を覆う筒状の外方筒体
を有し、前記雄側接続体は、同一筒軸上で絶縁性の筒状の内方筒体が挿入された雄側空間
部を内方に有し、前記雌側絶縁部材は、前記雌側空間部の筒軸と同一の軸線上で前記雌側
空間部に配置され、前記雌側接続体と前記雄側接続体とが挿入嵌合状態のときに、前記外
方筒体の内方の第１空間部と前記内方筒体の内方の第２空間部とに挿入される柱状又は筒
状の触指防止体を有することを特徴としている。
【０００７】
　ここで、前記内方筒体は、前記外方筒体に一体化させることが望ましい。
【０００８】
　また、前記内方筒体の筒軸方向の長さは、前記雌側接続体と前記雄側接続体とが挿入嵌
合状態のときに、前記触指防止体におけるコネクタ挿入方向側の先端が前記第２空間部の
中に配置される長さであることが望ましい。
【０００９】
　また、前記触指防止体は、軸線方向にて、前記雌側接続体におけるコネクタ挿入方向側
の先端面よりも突出させ、前記雌コネクタには、前記雌側空間部よりも前記雌側接続体の
筒軸方向に対する直交方向で外方に、同一筒軸上で前記雌側接続体の前記先端面よりも突
出させた絶縁性の環状体を設けることが望ましい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る嵌合コネクタは、触指防止体と雄側接続体との間に内方筒体を介在させて
いるので、雌端子と雄端子とを挿抜する際にも、そして、雌端子と雄端子とが挿入嵌合状
態のときにも、触指防止体と雄側接続体との間の接触を抑えることができる。これにより
、この嵌合コネクタにおいては、触指防止体の削りかすの発生を抑え、その触指防止体の
耐久性を向上させることができるので、雌端子と雄端子との間の導通性能の低下を抑える
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、実施形態における抜去状態の嵌合コネクタを示す斜視図である。
【図２】図２は、実施形態における抜去状態の嵌合コネクタを別角度から見た斜視図であ
る。
【図３】図３は、実施形態における挿入嵌合状態の嵌合コネクタを示す斜視図である。
【図４】図４は、雌コネクタの分解斜視図である。
【図５】図５は、雄コネクタの分解斜視図である。
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【図６】図６は、図１のＸ１－Ｘ１線断面図である。
【図７】図７は、図３のＸ２－Ｘ２線断面図である。
【図８】図８は、触指防止体の変形形態を示す斜視図である。
【図９】図９は、固定構造が設けられた雌コネクタを示す斜視図である。
【図１０】図１０は、固定構造が設けられた雌コネクタを別角度から見た斜視図である。
【図１１】図１１は、固定構造が設けられた雌コネクタを示す分解斜視図である。
【図１２】図１２は、固定構造が設けられた雌コネクタを別角度から見た分解斜視図であ
る。
【図１３】図１３は、図９のＸ３－Ｘ３線断面図である。
【図１４】図１４は、固定構造の変形形態を示す断面図である。
【図１５】図１５は、雌コネクタの変形形態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明に係る嵌合コネクタの実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。尚、
この実施形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１３】
［実施形態］
　本発明に係る嵌合コネクタの実施形態の１つを図１から図１５に基づいて説明する。
【００１４】
　図１から図３の符号１は、本実施形態の嵌合コネクタを示す。この嵌合コネクタ１は、
所謂雌雄コネクタであり、雌端子２０及び絶縁性の雌側絶縁部材３０が設けられた雌コネ
クタ１０（図１から図４）と、雄端子１２０及び絶縁性の雄側絶縁部材１３０が設けられ
た雄コネクタ１１０（図１から図３及び図５）と、を備える。尚、その各図では、説明の
便宜上、後述する雌ハウジング４０と雄ハウジング１４０を省略している。
【００１５】
　この嵌合コネクタ１においては、雌コネクタ１０と雄コネクタ１１０とが相互間での挿
入動作に伴い嵌合し、その挿入嵌合と共に雌端子２０と雄端子１２０とを挿入嵌合させる
ことによって、その雌端子２０と雄端子１２０とを物理的且つ電気的に接続させる（図３
）。一方、この嵌合コネクタにおいて１は、雌コネクタ１０と雄コネクタ１１０とが相互
間での抜去動作に伴い引き離され、これに伴い、雌端子２０と雄端子１２０との間の物理
的且つ電気的な接続が解消される（図１及び図２）。その挿入嵌合方向と抜去方向は、互
いに逆向きになっている。以下においては、その挿入嵌合方向が「コネクタ挿入方向」と
なり、その抜去方向が「コネクタ抜去方向」となる。これらの各方向は、自らを主体とし
、自身の相手方コネクタに対するコネクタ挿抜時の向きを示すものとする。
【００１６】
　最初に、雌コネクタ１０について説明する。
【００１７】
　雌コネクタ１０は、雌端子２０と雌側絶縁部材３０の他に、これらを収容する雌ハウジ
ング４０を備える（図６及び図７）。
【００１８】
　雌端子２０は、金属等の導電性材料で成形する。この雌端子２０は、内方に雌側空間部
２１ａが形成された筒状の雌側接続体２１を有する（図２、図４、図６及び図７）。更に
、この雌端子２０は、雌側絶縁部材３０を内方の収容空間部２２ａに収容及び保持させる
筒状の収容体２２を有する（図６及び図７）。この雌端子２０は、その雌側接続体２１と
収容体２２とを同一筒軸上で並列配置する。ここでは、雌側接続体２１と収容体２２とを
同一筒軸上で隣接させている。この例示では、その雌側接続体２１と収容体２２とを円筒
状に形成している。
【００１９】
　雌側接続体２１の雌側空間部２１ａには、同一筒軸上で雄端子１２０の後述する雄側接
続体１２１が挿入嵌合される。雌端子２０と雄端子１２０は、挿入嵌合状態にある雌側接
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続体２１と雄側接続体１２１とによって物理的且つ電気的に接続される。
【００２０】
　この例示では、雌側接続体２１と雄側接続体１２１との間に接点部材５０（図２、図４
、図６及び図７）を介在させ、その接点部材５０を介して雌側接続体２１と雄側接続体１
２１とを物理的且つ電気的に接続させる。接点部材５０は、同一軸線上で互いに間隔を空
けて配置した２つの環状部５１と、その２つの環状部５１を連結させる複数の接点部５２
と、を有する（図４）。この接点部材５０は、その２つの環状部５１を雌側空間部２１ａ
の内周面に接触させつつ保持させることによって、雌側接続体２１に対して物理的且つ電
気的に接続させる。この例示の環状部５１は、円環状に形成されている。それぞれの接点
部５２は、軸周りに並べて配置されている。それぞれの接点部５２は、バネ性を有してお
り、挿入されてきた雄側接続体１２１に押圧されることよって反力としての弾発力を発生
させる。この接点部材５０は、それぞれの接点部５２のバネ性を利用して、雄側接続体１
２１に対して物理的且つ電気的に接続させる。
【００２１】
　雌側絶縁部材３０は、合成樹脂等の絶縁性材料で成形する。この雌側絶縁部材３０は、
雌ハウジング４０と相俟って手指を雌端子２０に触れさせないようにするための部材であ
る。この雌側絶縁部材３０は、雌端子２０の内方の雌側空間部２１ａと収容空間部２２ａ
とに収容する。雌側絶縁部材３０は、雌側空間部２１ａの筒軸と同一の軸線上で当該雌側
空間部２１ａに配置された柱状又は筒状の触指防止体３１を有する（図２、図４、図６及
び図７）。更に、この雌側絶縁部材３０は、収容空間部２２ａの筒軸と同一の軸線上で当
該収容空間部２２ａに収容された柱状又は筒状の被収容体３２を有する（図４、図６及び
図７）。この例示では、その触指防止体３１と被収容体３２とを円柱状に形成している。
【００２２】
　触指防止体３１は、その外径が雌側空間部２１ａの内径よりも小さくなるように形成す
る。これにより、この触指防止体３１は、雌側空間部２１ａの内周面との間に筒状の空間
を形成する。雄側接続体１２１は、その筒状の空間に挿入される。よって、触指防止体３
１は、雌側接続体２１と雄側接続体１２１とが挿入嵌合状態のときに、その雄側接続体１
２１の内方の後述する雄側空間部１２１ａに挿入される。
【００２３】
　具体的に、この例示の触指防止体３１は、雌側接続体２１と雄側接続体１２１とが挿入
嵌合状態のときに、後述する外方筒体１３１の内方の第１空間部１３１ｂと後述する内方
筒体１３２の内方の第２空間部１３２ａとに挿入される。触指防止体３１は、コネクタ挿
入方向側の先端から第１空間部１３１ｂに挿入されて、第２空間部１３２ａに到達する。
よって、この触指防止体３１は、周方向に亘る環状の面取り部３１ａをコネクタ挿入方向
側の先端に設けることによって、第１空間部１３１ｂへの挿入を容易ならしめることが望
ましい（図８）。面取り部３１ａは、曲面であっても平面であってもよい。この例示の面
取り部３１ａは、テーパ状に形成している。
【００２４】
　例えば、この雌側絶縁部材３０は、金型内に設置した雌端子２０に対して一体成形（例
えば、インサート成形）されたものであってもよい。ここまでの各図に示す雌側絶縁部材
３０は、この一体成形によって形作られている。
【００２５】
　一方、雌側絶縁部材３０については、雌端子２０と別々に成形し、触指防止体３１を雌
側接続体２１の雌側空間部２１ａに挿入すると共に、被収容体３２を収容体２２の収容空
間部２２ａに挿入することによって、雌端子２０に対する組付けを行ってもよい。その組
付けに際しては、例えば、被収容体３２を収容空間部２２ａに嵌合させる。図９から図１
３には、この場合の雌コネクタ１０を示している。ここで、この雌コネクタ１０において
は、別々に成形された雌端子２０と雌側絶縁部材３０とを組み付ける際に、雌側絶縁部材
３０を収容体２２側から雌端子２０の内方に挿入する。その収容体２２においては、雌側
接続体２１とは逆側の開口を雌側絶縁部材３０の挿入口２２ｂとして利用する（図９から
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図１３）。雌側絶縁部材３０は、その挿入口２２ｂに対して触指防止体３１側から挿入し
ていく。
【００２６】
　別々に成形された雌端子２０と雌側絶縁部材３０とを組み付ける際には、その相互間の
相対的な位置関係が雌側絶縁部材３０の挿入後に所期の収容完了位置となるように組み付
ける。所期の収容完了位置とは、雌側絶縁部材３０に求められる機能（少なくとも触手防
止機能）を担保することのできる雌端子２０に対する雌側絶縁部材３０の収容位置のこと
である。そのような組付けを可能にするべく、この雌コネクタ１０には、収容体２２と被
収容体３２との間に、これら相互間を収容完了位置で固定させる固定構造６０を設ければ
よい（図９から図１３）。
【００２７】
　例えば、その固定構造６０は、収容体２２に設けた第１固定部６１と被収容体３２に設
けた第２固定部６２とを備えるものとして構成する（図１０から図１３）。この固定構造
６０は、その第１固定部６１と第２固定部６２とを互いに係合させることによって、収容
体２２と被収容体３２とを収容完了位置で互いに固定させる。例えば、第１固定部６１と
第２固定部６２の内の一方は、収容体２２及び被収容体３２の軸線方向に対する直交方向
に突出させた固定突出部として形成する。そして、その内の他方は、その固定突出部が挿
入され、この固定突出部を収容体２２及び被収容体３２の軸線方向と周方向とで各々係止
する貫通孔状又は凹状の係止部として形成する。この例示では、第１固定部６１を係止部
として形成し、第２固定部６２を固定突出部として形成している。
【００２８】
　この例示の第２固定部６２は、可撓性を有する可撓片部６３の自由端に設けている（図
１２及び図１３）。その可撓片部６３は、固定端と自由端とを被収容体３２の軸線方向に
設けている。被収容体３２は、可撓片部６３が径方向の内側へと撓んだときに第２固定部
６２を退避させる退避空間６４を有している。第２固定部６２は、収容空間部２２ａの内
周面に押動されながら可撓片部６３の撓みと共に退避空間６４に退避し、収容完了位置で
可撓片部６３の撓みの解消と共に第１固定部６１に挿入される。
【００２９】
　この雌コネクタ１０においては、第１固定部６１と第２固定部６２とを収容完了位置で
互いに係合させるように、収容体２２の挿入口２２ｂから雌側絶縁部材３０を挿入してい
く。この固定構造６０においては、雌側絶縁部材３０が収容完了位置に到達した際に、固
定突出部としての第１固定部６１が貫通孔状又は凹状の係止部としての第２固定部６２に
挿入される。
【００３０】
　この固定構造６０の固定機能により、この雌コネクタ１０においては、別々に成形され
た雌端子２０と雌側絶縁部材３０とを相対的な位置関係が所期の収容完了位置となるよう
に組み付けることができる。よって、本実施形態の雌コネクタ１０は、雌端子２０に対す
る触手防止機能を確保することができる。また、この雌コネクタ１０は、雌側絶縁部材３
０を収容完了位置で雌端子２０に組み付けることができるので、後述する調芯機能を確保
することもできる。更に、この雌コネクタ１０は、雌端子２０と雌側絶縁部材３０との相
対的な位置関係を固定構造６０で保ち続けることができるので、コネクタ嵌合後（雄コネ
クタ１１０を取り付けた後）も、コネクタ抜去後（雄コネクタ１１０を取り外した後）も
、雌端子２０に対する触手防止機能や調芯機能を維持し続けることができる。
【００３１】
　また、この雌コネクタ１０は、別々に成形された雌端子２０と雌側絶縁部材３０とを相
対的な位置関係が所期の収容完了位置となるように組み付けることができるので、その組
付け作業性を向上させることができる。これにより、この雌コネクタ１０においては、例
えば、雌側絶縁部材３０が収容完了位置に到達する前に雌端子２０と雌側絶縁部材３０と
の組付けが終了した、との誤認を回避することができる。また、この雌コネクタ１０にお
いては、雌側絶縁部材３０が収容完了位置を越えて更に奥まで挿入されてしまうことも回
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避できる。
【００３２】
　固定構造６０は、そのような第１固定部６１と第２固定部６２とによるものに替えて、
次の構成のものを用いてもよい。この固定構造６０は、収容体２２に設けた固定貫通孔６
５と、被収容体３２に設け、収容完了位置で固定貫通孔６５に対向配置される固定空間部
６６と、固定貫通孔６５及び固定空間部６６に挿入嵌合される固定部材６７と、を備える
ものとして構成する（図１４）。例えば、収容体２２には、収容空間部２２ａを間に挟ん
で径方向で対向配置させた２つの円形の固定貫通孔６５を形成する。そして、被収容体３
２には、２つの固定貫通孔６５に各々開口を対向配置させた円柱状の貫通孔を固定空間部
６６として形成する。固定部材６７は、合成樹脂等の絶縁性材料で円柱状のピン部材の如
く成形し、一端から一方の固定貫通孔６５に挿入し、この一端が他方の固定貫通孔６５に
至るまで固定空間部６６に差し込んでいく。この固定部材６７は、２つの固定貫通孔６５
と固定空間部６６とに嵌合させる。この雌コネクタ１０は、このような構成のものに固定
構造６０を替えたとしても、先の例示と同様の効果を得ることができる。尚、ここでは合
成樹脂等の絶縁性材料で成形した固定部材６７を例示しているが、固定部材６７は、金属
等の導電性材料で円柱状のピン部材の如く成形されたものであってもよい。
【００３３】
　ところで、この雌コネクタ１０は、収容体２２と被収容体３２との間に、その収容体２
２の挿入口２２ｂから軸線方向に沿って挿入された被収容体３２を収容完了位置まで案内
するガイド構造７０を設けることが望ましい（図９から図１３）。そのガイド構造７０は
、収容体２２に設けた第１ガイド部７１と被収容体３２に設けた第２ガイド部７２とを備
える。例えば、第１ガイド部７１と第２ガイド部７２の内の一方は、収容体２２及び被収
容体３２の軸線方向に対する直交方向に突出させたガイド突出部として形成する。そして
、その内の他方は、被収容体３２が挿入口２２ｂから軸線方向に沿って挿入された際に、
そのガイド突出部を収容完了位置まで案内するガイド溝部として形成する。この例示では
、第１ガイド部７１をガイド溝部として形成し、第２ガイド部７２をガイド突出部として
形成している。ここでは、矩形状の平板を円筒状に曲げ加工することによって雌側接続体
２１と収容体２２とが形成される。よって、この例示では、その矩形状の平板における曲
げ加工後に収容体２２となる側の２つの隅部を矩形に切り欠いておき、その２箇所の矩形
の切欠きを平板の曲げ加工後に周方向で対向配置させる。この例示の第１ガイド部７１は
、その対向配置された２箇所の矩形の切欠きによって形成されている。
【００３４】
　この雌コネクタ１０においては、第１ガイド部７１と第２ガイド部７２とを互いに係合
させるように（つまり、ガイド突出部としての第２ガイド部７２をガイド溝部としての第
１ガイド部７１に挿入させるように）、収容体２２の挿入口２２ｂから雌側絶縁部材３０
を挿入していく。これにより、この雌コネクタ１０においては、固定構造６０が何れの構
成のものであったとしても、別々に成形された雌端子２０と雌側絶縁部材３０とを相対的
な位置関係が所期の収容完了位置となるように容易に組み付けることができる。従って、
この雌コネクタ１０は、雌端子２０と雌側絶縁部材３０の組付け作業性を更に向上させる
ことができる。
【００３５】
　ここで、この雌コネクタ１０には、雌側空間部２１ａよりも雌側接続体２１の筒軸方向
に対する直交方向で外方に、同一筒軸上で雌側接続体２１におけるコネクタ挿入方向側の
先端面２１ｂよりも突出させた絶縁性の環状体４２を設ける（図６及び図７）。この雌コ
ネクタ１０は、その環状体４２の内径が基準手指の大きさよりも小さければ、雌端子２０
への手指の接触抑制機能を環状体４２に担わせてもよい。基準手指とは、例えば、保護等
級ＩＰＸＸＢの関節試験指のことをいう。但し、本実施形態の雌コネクタ１０においては
、径方向の体格の大型化に伴い環状体４２で雌端子２０への手指の接触を抑制することが
難しくなった場合を考慮して、触指防止体３１と環状体４２とによって、雌端子２０に手
指を触れさせないように構成する。
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【００３６】
　そこで、触指防止体３１は、軸線方向にて、雌側接続体２１におけるコネクタ挿入方向
側の先端面２１ｂよりも突出させる（図６及び図７）。この触指防止体３１においては、
その先端面２１ｂよりもコネクタ挿入方向側の先端を突出させている。この雌コネクタ１
０においては、触指防止体３１と環状体４２とで手指が雌端子２０に届かないように構成
することによって、例えば大電流化に伴い体格を径方向に大型化させたとしても、雌端子
２０への手指の接触を抑えることができる。ここでは、触指防止体３１と環状体４２との
間の直交方向（雌側接続体２１の筒軸方向に対する直交方向）における間隔Ｓ１（図６）
を基準手指の大きさよりも狭くする。例えば、この雌コネクタ１０においては、そのよう
な間隔Ｓ１となるように、触指防止体３１の外径を定める。また、触指防止体３１の外径
の大型化に制限が設けられている場合には、触指防止体３１と環状体４２とで手指が雌端
子２０に届かないように、触指防止体３１の先端の突出量の増加を図ってもよい（図１５
）。この場合には、環状体４２の先端面２１ｂからの突出量についても増加させる。例え
ば、環状体４２については、触指防止体３１の先端と同等の突出量の増加を図る。
【００３７】
　更に、この雌コネクタ１０は、触指防止体３１におけるコネクタ挿入方向側の先端を雌
側接続体２１の先端面２１ｂよりも突出させることで、雄コネクタ１１０との間で挿入嵌
合を行う際に、雌端子２０と雄端子１２０との間の挿入嵌合が始まるよりも先に、触指防
止体３１が先端から雄側絶縁部材１３０における外方筒体１３１の第１空間部１３１ｂに
挿入されていく。従って、この雌コネクタ１０は、その先端を突出させた触指防止体３１
によって、雄コネクタ１１０との間で挿入嵌合を行う際の調芯機能を備えることになる。
雌コネクタ１０は、その調芯機能を得るために、他の挿入対象間の挿入が始まるよりも先
に触指防止体３１と外方筒体１３１との間の挿入が始まるように、例えば、触指防止体３
１の先端を軸線方向で環状体４２より突出させてもよい。また、この雌コネクタ１０は、
その調芯機能を得るために、例えば、触指防止体３１と外方筒体１３１との間の挿入と、
後述する雌側嵌合部４１と雄側嵌合部１４１との間の挿入と、が同等の時期に始まるよう
にしてもよい。
【００３８】
　この例示の環状体４２は、雌ハウジング４０の後述する雌側嵌合部４１に設けている。
【００３９】
　雌ハウジング４０は、合成樹脂等の絶縁性材料で成形する。この雌ハウジング４０には
、雌端子２０を内方に収容して外方から覆う筒状の雌側嵌合部４１が形成されている（図
６及び図７）。その雌側嵌合部４１は、雄ハウジング１４０の後述する雄側嵌合部１４１
の内方に同一筒軸上で挿入嵌合される。この雌側嵌合部４１においては、コネクタ挿入方
向側の環状の先端（コネクタ挿入方向側における端部）を環状体４２として利用する。よ
って、この雌側嵌合部４１は、筒軸方向にて、雌側接続体２１におけるコネクタ挿入方向
側の先端面２１ｂよりも先端を突出させている。
【００４０】
　次に、雄コネクタ１１０について説明する。
【００４１】
　雄コネクタ１１０は、雄端子１２０と雄側絶縁部材１３０の他に、これらを収容する雄
ハウジング１４０を備える（図６及び図７）。
【００４２】
　雄端子１２０は、金属等の導電性材料で成形する。この雄端子１２０は、同一筒軸上で
雌側接続体２１の雌側空間部２１ａに挿入嵌合させる筒状の雄側接続体１２１を有する（
図５から図７）。その雄側接続体１２１は、内方に雄側空間部１２１ａを有している。こ
の例示では、その雄側接続体１２１を円筒状に形成している。
【００４３】
　雄側絶縁部材１３０は、合成樹脂等の絶縁性材料で成形する。この雄側絶縁部材１３０
は、手指を雄端子１２０におけるコネクタ挿入方向側の先端に触れさせないようにするた
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めの部材である。この雄側絶縁部材１３０は、雄ハウジング１４０と相俟って手指を雄端
子１２０に触れさせないようにしている。雄側絶縁部材１３０は、同一筒軸上で雄側接続
体１２１におけるコネクタ挿入方向側の環状の先端面１２１ｂを覆う筒状の外方筒体１３
１を有する（図１及び図５から図７）。この例示では、その外方筒体１３１を円筒状に形
成している。
【００４４】
　外方筒体１３１は、雄側接続体１２１と共に雌側接続体２１の雌側空間部２１ａに挿入
される。よって、外方筒体１３１は、その挿入動作を阻害せぬように、例えば雄側接続体
１２１と同等の外径に形成する。この外方筒体１３１は、周方向に亘る環状の面取り部１
３１ａ（図１、図２、図５及び図６）をコネクタ挿入方向側の先端に設けることによって
、雌側空間部２１ａへの挿入を容易ならしめることが望ましい。面取り部１３１ａは、曲
面であっても平面であってもよい。この例示の面取り部１３１ａは、テーパ状に形成して
いる。
【００４５】
　また、この外方筒体１３１の内方の第１空間部１３１ｂ（図１及び図５から図７）には
、触指防止体３１が挿入される。よって、外方筒体１３１は、その挿入動作を阻害せぬよ
うに第１空間部１３１ｂを形成する。
【００４６】
　ここで、触指防止体３１は、先に示したように、雄側接続体１２１の雄側空間部１２１
ａにも挿入される。従来の嵌合コネクタにおいては、雄側接続体１２１の内径と外方筒体
１３１の内径とが同等の大きさになっており、触指防止体３１が雄側接続体１２１に接触
する可能性がある。本実施形態の嵌合コネクタ１は、その触指防止体３１と雄側接続体１
２１との間の接触が起こらないように構成する。尚、ここでは、説明の便宜上、従来の嵌
合コネクタについても、本実施形態の嵌合コネクタ１の構成と同じ符号を付して説明して
いる。
【００４７】
　ここでは、雄側空間部１２１ａに絶縁性の筒状の内方筒体１３２を挿入し（図２及び図
５から図７）、触指防止体３１と雄側接続体１２１との間に内方筒体１３２を介在させる
ことによって、その間の接触を抑える。雄側空間部１２１ａには、同一筒軸上で内方筒体
１３２が挿入される。触指防止体３１は、外方筒体１３１の第１空間部１３１ｂを経た後
、内方筒体１３２の内方の第２空間部１３２ａ（図２、図６及び図７）に挿入される。こ
の例示では、その内方筒体１３２を円筒状に形成している。
【００４８】
　この嵌合コネクタ１は、そのように触指防止体３１と雄側接続体１２１との間に内方筒
体１３２を介在させているので、雌端子２０と雄端子１２０とを挿抜する際にも、そして
、雌端子２０と雄端子１２０とが挿入嵌合状態のときにも、触指防止体３１と雄側接続体
１２１との間の接触を抑えることができる。
【００４９】
　例えば、従来の嵌合コネクタにおいては、雄側接続体１２１と比較して軟質の触指防止
体３１が雄側空間部１２１ａへと挿入される際に、雄側接続体１２１における内周面側で
且つ外方筒体１３１側の隅部に触指防止体３１が接触してしまうと、その隅部で触指防止
体３１が削られてしまう可能性がある。そして、この従来の嵌合コネクタにおいては、使
用中の振動等に伴って、触指防止体３１の削りかすが雌端子２０と雄端子１２０との間に
入り込んでしまうと、その間での導通不良を引き起こしてしまう可能性がある。しかしな
がら、本実施形態の嵌合コネクタ１は、そのような触指防止体３１の削りかすの発生を抑
え、その触指防止体３１の耐久性を向上させることができる。そして、これに伴い、本実
施形態の嵌合コネクタ１は、雌端子２０と雄端子１２０との間の導通性能の低下を抑える
ことができるので、雌雄間を電気的に繋ぐコネクタとしての性能を保ち続けることができ
る。
【００５０】
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　このような機能を持つ内方筒体１３２は、外方筒体１３１とは別の部品として用意して
もよい。しかしながら、部品点数の削減、これに伴う組付け作業性の向上や原価の低減等
を図るならば、内方筒体１３２は、外方筒体１３１に一体化させることが望ましい。つま
り、内方筒体１３２は、雄側絶縁部材１３０の一部分として設けることが望ましい。よっ
て、本実施形態の雄側絶縁部材１３０は、内方筒体１３２を同一筒軸上で外方筒体１３１
から突出させている。
【００５１】
　例えば、雄側絶縁部材１３０は、金型内に設置した雄端子１２０に対して一体成形（例
えば、インサート成形）されたものであってもよい。また、この雄側絶縁部材１３０につ
いては、雄端子１２０と別々に成形し、内方筒体１３２を雄側接続体１２１の雄側空間部
１２１ａに挿入することによって、雄端子１２０に対して組み付けてもよい。その組付け
に際しては、例えば、内方筒体１３２を雄側空間部１２１ａに嵌合させる。
【００５２】
　また、内方筒体１３２の筒軸方向の長さは、雌側接続体２１と雄側接続体１２１とが挿
入嵌合状態のときに、触指防止体３１におけるコネクタ挿入方向側の先端が第２空間部１
３２ａの中に配置される長さとすることが望ましい。これにより、この嵌合コネクタ１は
、内方筒体１３２が雄側絶縁部材１３０とは別の部品として用意されていたとしても、ま
た、内方筒体１３２が雄側絶縁部材１３０の一部分として用意されていたとしても、触指
防止体３１の先端の振れを抑えることができるので、触指防止体３１と雄側接続体１２１
との間の接触抑制効果を高めることができる。
【００５３】
　この雄コネクタ１１０には、外方筒体１３１よりも当該外方筒体１３１の筒軸方向に対
する直交方向で外方に間隔を空けて、その外方筒体１３１と同一筒軸上に絶縁性の環状体
１４２を設ける（図６及び図７）。雄コネクタ１１０においては、その外方筒体１３１と
環状体１４２とによって、雄端子１２０に手指を触れさせないように構成する。ここでは
、外方筒体１３１と環状体１４２との間の間隔（筒軸方向に対する直交方向における間隔
）Ｓ２（図６）を基準手指の大きさよりも狭くすることによって、雄端子１２０に手指を
触れさせないようにしている。基準手指とは、例えば、先に示した保護等級ＩＰＸＸＢの
関節試験指のことをいう。
【００５４】
　この例示の環状体１４２は、雄ハウジング１４０の後述する雄側嵌合部１４１に設けて
いる。
【００５５】
　雄ハウジング１４０は、合成樹脂等の絶縁性材料で成形する。この雄ハウジング１４０
には、雄端子１２０を内方に収容して外方から間隔を空けて覆う筒状の雄側嵌合部１４１
が形成されている（図６及び図７）。この雄コネクタ１１０においては、その雄端子１２
０と雄側嵌合部１４１との間に筒状の空間部が形成される。その筒状の空間部には、雌端
子２０の雌側接続体２１と雌ハウジング４０の雌側嵌合部４１とが同一筒軸上で挿入され
る。その雄側嵌合部１４１においては、コネクタ挿入方向側の環状の先端（コネクタ挿入
方向側における端部）を環状体１４２として利用する。よって、この雄側嵌合部１４１は
、筒軸方向にて、雄側接続体１２１におけるコネクタ挿入方向側の先端面１２１ｂよりも
突出させている。
【００５６】
　以上示したように、本実施形態の嵌合コネクタ１は、雌端子２０や雄端子１２０への手
指の接触を抑えることができる。例えば、本実施形態の雌コネクタ１０は、径方向の体格
が如何様な大きさであったとしても、雌側接続体２１の先端面２１ｂよりも突出させてい
る触指防止体３１と環状体４２とによって、雌端子２０への手指の接触を抑えることがで
きる。また、本実施形態の雌コネクタ１０は、雌端子２０と雌側絶縁部材３０とが別々の
部材として成形されたとしても、その雌端子２０の収容体２２と雌側絶縁部材３０の被収
容体３２との間に固定構造６０を設けることによって、雌端子２０と雌側絶縁部材３０と
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より、この雌コネクタ１０は、雌端子２０に対する触手防止機能を確保することができる
。
【００５７】
　更に、本実施形態の嵌合コネクタ１は、雌端子２０や雄端子１２０への手指の接触を抑
えることができるのみならず、その触手防止機能を確保しながらも、内方筒体１３２によ
る触指防止体３１と雄側接続体１２１との間の接触抑制機能で、雌端子２０と雄端子１２
０との間の導通性能の低下を抑えることができる。
【００５８】
　更に、本実施形態の雌コネクタ１０は、雌端子２０に対する触手防止機能を確保しなが
らも、触指防止体３１によって、雄コネクタ１１０との間で挿入嵌合を行う際の調芯機能
を得ることができる。つまり、この雌コネクタ１０は、雌端子２０に対する触手防止機能
とコネクタ嵌合させる際の調芯機能とを触指防止体３１に兼務させることができる。その
調芯機能については、触指防止体３１の先端を雌側接続体２１の先端面２１ｂよりも突出
させることによって、より有効なものとなる。また、その調芯機能については、固定構造
６０の固定機能による効果と相俟って、より有効なものとなる。本実施形態の嵌合コネク
タ１は、その雌コネクタ１０を具備しているので、この雌コネクタ１０が奏するこれらの
効果を得ることができる。
【００５９】
　更に、本実施形態の雌コネクタ１０は、雌端子２０と雌側絶縁部材３０とが別々の部材
として成形されたとしても、その雌端子２０の収容体２２と雌側絶縁部材３０の被収容体
３２との間に固定構造６０を設けることによって、雌端子２０と雌側絶縁部材３０の組付
け作業性を向上させることができる。本実施形態の嵌合コネクタ１は、その雌コネクタ１
０を具備しているので、この雌コネクタ１０が奏する効果を得ることができる。
【符号の説明】
【００６０】
　１　嵌合コネクタ
　１０　雌コネクタ
　２０　雌端子
　２１　雌側接続体
　２１ａ　雌側空間部
　２１ｂ　先端面
　３０　雌側絶縁部材
　３１　触指防止体
　４０　雌ハウジング
　４１　雌側嵌合部
　４２　環状体
　１１０　雄コネクタ
　１２０　雄端子
　１２１　雄側接続体
　１２１ａ　雄側空間部
　１２１ｂ　先端面
　１３０　雄側絶縁部材
　１３１　外方筒体
　１３１ｂ　第１空間部
　１３２　内方筒体
　１３２ａ　第２空間部
　Ｓ１　間隔
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